
　
　
　
　
講
義
　
　
　
品
詞
の
分
解

品ひ
ん

詞し

と
は
　
　
　
　
単
語
を
、文
法
に
も
と
づ
い
て
、分
類
し
た
も
の
を
、品
詞
と
い
う
。

品
詞
は
役
に
立
つ
　
品
詞
を
理
解
す
る
と
、
正
し
い
日
本
語
を
書
く
助
け
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
正
し
く
な
い
日
本
語
に
つ
い
て
も
、
理
解
が
深
ま
る
。

　
　

品
詞
の
分
解
　
品
詞
は
、
以
下
の
方
法
で
、
分
解
で
き
る
。

　　
一
　
自
立
語
か
、
付
属
語
か

　
　
　
文
節
に
分
解
し
た
後
に
、
文
節
の
先
頭
の
単
語
が
、
自
立
語
と
な
る
。

　
　
　
対
し
て
、
文
節
か
ら
自
立
語
を
引
い
た
残
り
が
、
付
属
語
と
な
る
。

　
　
　

単
語

自
立
語

付
属
語

一

二

活
用
が
な
い

助
詞

動
詞

形
容
詞

形
容
動
詞
　

活
用
が
あ
る

助
動
詞

二

活
用
が
な
い

活
用
が
あ
る

述
語
と
な
る

主
語
と
な
る

修
飾
語
と
な
る

修
飾
語
と
な
る

接
続
語
と
な
る

独
立
語
と
な
る

用
言

体
言

名
詞

連
体
詞

副
詞

接
続
詞

感
動
詞

　
　
　
例
　
犬
が
明
る
い
庭
を
歩
く
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
犬文

節が
　
　
明

文
節る

い
　
庭文

節を
　
　
歩文

節く
　
。
　

　
　
　
　
　
犬自

立
語　

が付
属
語　

明自
立
語るい

　
庭自

立
語　

を付
属
語　

歩自
立
語く

　
。

　
　
　
例
　
犬
が
歩
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
＋
く語

尾

　
　
　
　
　
犬
が
歩
い
て
、
猫
が
鳴
く
。
　
　
　
　
歩
＋
い語

尾

　

　
　
　
　
　
犬
が
歩
け
ば
、
人
も
歩
く
。
　
　
　
　
歩
＋
け語

尾

　
二
　
活
用
す
る
か
、
活
用
し
な
い
か

　
　
　
さ
ら
に
単
語
は
、　
活
用
す
る
語
と
活
用
し
な
い
語
に
も
、
分
解
で
き
る
。

　
　
　
活
用
す
る
語
は
、
文
中
で
語ご

尾び

が
変
化
す
る
。


